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多くの質問が飛び交うワケ
　機械工業デザイン賞は書類による第１次審
査、専門審査委員による現物審査、そして審査
委員による検討が行われ、受賞企業を決定す
る。機械工業デザイン賞の特徴は外観や色彩と
いったハードウエアのパッケージデザインだけ
が審査対象となっているのではない。機能性や
操作性、稼働状況、さらには搭載されているソ
フトウエアにいたるまでが対象となる。
　現物審査の現場では開発担当者らによるプレ
ゼンテーションが行われる。それを受けて、専
門審査委員から多くの質問が飛び交う。なぜ多
くの質問をするのか。「プレゼンテーションで
用意されていない部分を聞きだしたい」と委員

の１人はこう語る。
　すばらしい機能があるにもかかわらず、その
点を書き漏らしている場合がある。あるいはそ
の点に自らが気付かず、プレゼンテーションし
ていない場合がある。審査委員はそういった部
分を引き出すために質問をしている。
　また、審査の場でアドバイスをすることも少
なくない。もちろん、審査後、応募企業に対し
て個別に渡される審査講評でも多くのアドバイ
スが盛り込まれている。機械工業デザイン賞の
審査委員会は来年の機械工業デザイン賞に向け
て、さらに多くの企業からの応募を待ってい
る。
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Ｘ
線
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
は

Ｘ
線
で
人
体
の
検
査
部
位
を

透
視
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

モ
ニ
タ
ー
に
表
示
す
る
装

置
。
胃
の
バ
リ
ウ
ム
検
査
な

ど
の
一
般
的
な
消
化
管
検

査
、
内
視
鏡
手
技
、
嚥
下
撮

え
ん
げ

影
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
島

津
製
作
所
の
「
多
目
的
診
断

Ｘ
線
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
　
Ｓ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　
Ｇ
４
」
は
こ
う
し
た
撮
影

に
加
え
て
、
従
来
、
専
用
装

置
で
行
っ
て
い
た
泌
尿
器

科
、
整
形
外
科
、
小
児
科
領

域
に
お
け
る
検
査
や
処
置
も

可
能
に
し
た
Ｘ
線
テ
レ
ビ
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
同
社
は
開
発
に
際
し
て
、

三
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ

た
。
実
使
用
条
件
を
も
と

に
、
最
も
性
能
に
優
れ
た
高

画
質
多
目
的
検
査
シ
ス
テ
ム

「
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
　
ｉ
ｎ
　
Ｃ
Ｌ

Ａ
Ｓ
Ｓ
」
で
あ
る
こ
と
。
低

被
ば
く
を
実
現
す
る
数
々
の

機
能
の
搭
載
し
た
「
Ｓ
ｍ
ｉ

ｌ
ｅ
　
Ｄ
ｏ
ｓ
ｅ
　
Ｅ
ｙ

ｅ
」
。
設
置
の
省
ス
ペ
ー
ス

化
、
多
目
的
検
査
や
処
置
に

適
し
た
機
能
と
清
潔
デ
ザ
イ

ン
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
　
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ

　
Ｏ
ｐ
ｔ
ｉ
ｍ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
」
で
あ
る
。

　
よ
り
一
層
の
高
画
質
実
現

に
向
け
、
検
出
器
に

×

、
画
素
サ
イ
ズ
１
３
９

、
解
像
度
は
１

当
た

り
３
・
５
ラ
イ
ン
ペ
ア
の
汎

用
動
画
Ｆ
Ｐ
Ｄ

Ｆ
ｌ
ａ
ｔ

　
Ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｌ
　
Ｄ
ｅ
ｔ
ｅ

ｃ
ｔ
ｏ
ｒ

を
採
用
。
低
線

量
で
も
良
好
な
画
質
を
目
的

と
し
た
画
像
処
理
技
術
Ｓ
Ｕ

Ｒ
Ｅ

Ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
ｄ
ｚ
ｕ

　
Ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ｅ
　
Ｒ

ｅ
ａ
ｌ

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
　
Ｅ
ｎ

ｈ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

ｅ

ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ

ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ

ｃ
ｅ
で
、
濃
度
規
格
化
処

理
、
マ
ル
チ
周
波
数
処
理
、

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
強
調
処
理
を

行
い
、
透
視
画
像
に
お
け
る

ノ
イ
ズ
低
減
処
理
と
残
像
低

減
の
両
立
。
撮
影
画
像
に
対

し
て
も
ノ
イ
ズ
低
減
処
理
と

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
最
適
化
を

行
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｘ
線
被
ば
く
低
減

に
は
散
乱
Ｘ
線
除
去
用
グ
リ

ッ
ド
の
着
脱
を
可
能
に
し
て

体
厚
の
薄
い
部
位
で
よ
り
被

ば
く
を
減
ら
す
こ
と
を
で
き

る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
Ｘ
線

を
出
さ
ず
に
コ
リ
メ
ー
タ
ー

視
準
器

の
位
置
調
整
を

可
能
に
し
て
い
る
バ
ー
チ
ャ

ル
コ
リ
メ
ー
タ
ー
、
検
査
に

応
じ
て
軟
線
除
去
フ
ィ
ル
タ

ー
を
自
動
的
に
挿
入
す
る
機

能
な
ど
の
搭
載
で
被
ば
く
低

減
の
効
果
を
高
め
て
い
る
。

　
一
方
、
設
置
の
省
ス
ペ
ー

ス
化
と
多
目
的
検
査
や
処
置

を
実
現
す
る
目
的
で
、
泌
尿

器
科
専
用
の
コ
リ
メ
ー
タ
ー

動
作
モ
ー
ド

Ｘ
線
を
当
て

る
範
囲
で
あ
る
照
射
野
を
中

心
と
し
た
寝
台
傾
斜
機
能

や
、
嚥
下
検
査
対
応
の
１
０

０
０
フ
レ
ー
ム

最
大
約
４

分

ル
ー
プ
透
視
、
３
秒
前

か
ら
の
プ
リ
レ
コ
ー
ド
機
能

が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

　
操
作
面
で
注
目
さ
れ
た
の

は
ユ
ー
ザ
ー
の
使
用
環
境
に

柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
っ

た
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
ソ
ー
ル
。

検
査
に
必
要
な
操
作
は
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
に
集
約
さ
れ
て
お

り
、
少
な
い
操
作
で
検
査
を

迅
速
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
詳
細
な
条
件
設
定
を
行

う
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
モ
ー

ド
」
と
、
簡
単
な
条
件
設
定

で
適
切
な
画
像
を
撮
る
こ
と

が
で
き
る
「
シ
ン
プ
ル
モ
ー

ド
」
が
あ
り
、
不
慣
れ
な
ユ

ー
ザ
ー
で
も
使
う
こ
と
が
で

き
る
、
完
成
度
の
高
い
画
像

操
作
環
境

Ｇ
Ｕ
Ｉ

を
実

現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
被
検
者
を
動
か
す

こ
と
な
く
全
身
撮
影
を
可
能

に
し
た
透
視
撮
影
台
は
多
目

的
検
査
や
処
置
に
対
応
す
る

た
め
、
焦
点
―
Ｆ
Ｐ
Ｄ
入
力

面
間
距
離
は
１
５
０
０

を
確
保
。
さ
ら
に
は
術
者
の

操
作
や
被
検
者
の
乗
降
に
配

慮
し
、
天
板
高
は
４
７
０

―
１
１
０
０

と
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｇ
４
」
最
大
の
特

徴
と
し
て
は
Ｘ
線
管
か
ら
支

柱
に
か
け
て
露
出
す
る
ケ
ー

ブ
ル
類
を
内
蔵
化
し
た
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

医
療
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
ク

リ
ー
ン
環
境
演
出
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。
ケ
ー
ブ
ル

レ
ス
化
に
伴
っ
て
コ
リ
メ
ー

タ
ー
に
も
照
射
野
調
整
ツ
マ

ミ
の
配
置
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ

バ
ー
の
設
置
と
い
っ
た
き
め

の
細
か
い
処
理
が
施
さ
れ
、

操
作
性
や
安
全
性
を
向
上
さ

せ
て
い
る
。

　
多
様
な
検
査
内
容
と
被
検

者
サ
ポ
ー
ト
に
配
慮
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
が
融
合
し
た
使
い
勝
手
の

良
い
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
を
実

現
し
て
い
る
と
し
て
評
価
さ

れ
た
。


